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『おまえのせいで』       院長メモ 

 

我が家のペット、チワワ。オス。年齢不詳。 

ペットショップに長く売れ残っていたのを息子

が引き取った。どう見てもかなり大きかった

が、血統証では３ヶ月（!?）だった。  

人間を怖がってプルプル震えていたので名

前は“プル”。幼かった頃は、朝になると息子

を起こしに２階まで一気に駆け上がっていっ

たものだった。 

昨夜、横目で見ていたらソファーから飛び降りた時に確かに一瞬転んだ。何事も無か

ったように振り返って私を見たが、私は見逃さなかった。確実に足腰が弱ってきたので

ある。何しろ我が家に来てから１１年、人間で言えば明らかに中高年の域に入る。顔

面の毛は白いものが目立ち、腰まわりはフットボールのように丸々と太ってきた。いわ

ゆる中年太りだと私は思っている。 

それでも外見は明らかに子犬の域であるため、当院の若いスタッフは「可愛い! !」とい

って無理に抱っこしたり、犬用ビーフジャーキーを与えたりする。エサが欲しいばかり

に可愛いフリをしているが、人間に抱かれることは心底嫌いな性格であることを私は

知っている。女性に抱っこされながら、私の方を見て“うらやましいだろ。ン？”といって

いるような表情をしているように私には見える。 

お前は散歩に連れて行くと、気に入ったメスには尾っぽをふり、気に入らないとガオー

と凄み、時には片足を上げてオシッコをすると見せかけて、実はウンチをしたりする珍

芸を披露してまわりの失笑を買うというテクニックもみせる。 

最近は、獣医に連れて行ってもメタボを指摘され、飼主にも責任があるとチクリと言わ

れた。挙句の果てに、家内がエサを頻繁にねだるお前をたしなめるついでに、私の腹

を見やりながら「あなたもまったく健康管理が・・・云々」と私まで説教される始末。 

そんな時もお前は、横目で“ざまあみろ”と言った目つきをしているように見える。い

や、している。 

折りに触れ、私はこいつを抱き上げ顔を見つめながら「お前だっていつまでも可愛いフ

リは出来ない時が来るぞ。」といきがる毎日である。   

                 〜いわて医師協だより No.80（平成 23 年 1 月発行）より〜 
追伸 

あれからはや５年がたった。予想通り目がやや白くなり毛も薄くなった。先日は尿道結

石とやらで、もうダメかと思われるような状態になったが、しぶとくも回復した。相変わ

らず外に向けては可愛いしぐさを振りまいてはいるが、私は騙されない。 

 



 

 
検 索 ゆとりが丘クリニック 

` 

★ ６月１０日（土） 午後休診 

             医大圭陵会支部長会 

          出席の為 

★ ６月１１日（日） 休日救急当番医 

★ ６月１７日（土） 午後休診 

               認知症

           出席の為 

 

平成２９年６月 

日  月  火  水  木  金  土  

        1  2  3 
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○=休診日 ★=診療時間変更 
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           指導：ひふのクリニック人形町 院長 上出 良一 
           


